
　女性部幡多地区は10月22日、親子ちゃぐりんフェスタを
開催しました。コロナ禍で２年間開催できず３年ぶりの活
動です。親子14組40人が参加。女性部員と一緒に親子
でライスバーガーを作り、みかん畑で昼食を取った後収穫
体験をしました。
　ライスバーガーは、『ちゃぐりん』に掲載されていたレシピ
を採用。「つくねバーガー」と「ツナカレーライスバーガー」
の２種類を作り、ボリューム満点でおいしいと好評でした。
　みかん狩りには、四万十市でみかんや文旦、ゆずなどを
栽培している渡辺一朗さんに協力いただきました。渡辺さん
がほ場でみかんの品種や収穫の仕方、より甘いみかんの
見分け方などを説明。参加者が収穫バサミを使って鈴なり
に実ったみかんを収穫しました。木によって甘さが違う事も
習い、移動しながら袋いっぱいに詰め収穫を楽しみました。
「どれを採っても甘いね」や、「ごはん食べた後やけど３つ
目」など話し、おいしいみかんを堪能していました。女性部
幡多地区の清水兄子部長は「皆さんが楽しんでいる様子
を拝見し何より嬉しい。また、ＪＡグリーン四万十店２階の新
しい調理室を使い気持ち良く作ることができた。また来年度
も開催できるよう活動を続けたい」と話しました。

ライスバーガーを作って収穫体験♪
親子ちゃぐりんフェスタ

幡多地区より

　秋晴れの爽やかな風が吹く10月29日、四方八方を
コスモスに囲まれたテントでくつろいでいるところにお
邪魔しました。
　山奈町にお住まいで定例会のように毎月集まってい
ます。以前は出かけることもあったそうですが、最近は
食事をして楽しんでいます。今日は満開のコスモスを
見ながら昼食です。「今年の花は昨年より背丈が低い
が、座ればちょうど目線の高さで良い。昨年よりも面
積が広くなったし、畑の中にも入ることができる。やっ
ぱりきれいやね」と季節の風物詩を楽しんでいました。

今年も山奈町山田地区で
コスモス満開 ！
 左から　川田 昭子さん　
　　　　　伊与田 伊三子さん　
　　　　　松本 和子さん　
　　　　　西山 熊代さん　

宿毛支所管内より

中村支
所管内

より

台所や洗濯、
入浴時などで大活躍 ！ !
臭いがしなくなったと好評です♪
　ＪＡ高知県女性部幡多地区中村支部は環境保
全活動として、「四万十の日実行委員会」と協力
し微生物活性酵素「しまんとＡＩ」を製造、ＪＡグリー
ン四万十店にて販売し普及に取り組んでいます。
微生物を活性化することにより消臭や汚れを落と
す効果を持つので、化学洗剤の代わりに使用する
ことができます。また、排水は自然に住む土着微
生物を元気にし、流れた水は食物連鎖を活性化さ
せて自然の水質浄化力を高める事が期待できま
す。原材料は家庭にある食材（納豆、ヨーグルト、
ドライイースト、砂糖、お湯）で安心・安全です。
　同支部は普及に努めようとＰＲを兼ね平成30年
４月から部員や市職員、ＪＡの女性職員に配布し、
翌年８月から販売を始めました。使い方などを記載
したタグや表示シールは同委員会が作成。販売を
始めて今年で４年目となりますが、「簡易トイレの臭
いやハエなどがいなくなった」、「配管の汚れが取れ
て臭わなくなった」など好評でよく売れています。
　10月11日、この日も在庫が減ってきたため部員
４人と事務局で出荷を準備。１週間前に集まり材
料を合わせ混ぜた後、加温装置を使って培養して
いたものを糖とPHを計り基準値であることを確認
して仕上げました。土居八榮子支部長は「３つの
班に分かれ交代で製造作業をします。洗濯の時は
いつも加えて入れたり、霧吹きに入れて消臭に
使ったり生活の中に取り入れています。気軽に使
えるのでぜひお試しください」と話しました。

　２ℓ入り350円（税込）500㎖入り100円（税込）
　JAグリーン四万十店にて販売中 ！  

かわ　だ　あき　こ
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

稲刈り体験楽しかった！
宿毛小学校６年生

宿毛支所

中村支所

中村支所 ハウスピーマン視察
四万十市産業建設委員会

　

四
万
十
市
産
業
建
設
委
員
会
は
10
月
24
日
、
ハ
ウ
ス
建

設
の
補
助
事
業
対
象
の
作
物
で
あ
る
ハ
ウ
ス
ピ
ー
マ
ン
を

視
察
し
ま
し
た
。
同
市
の
農
業
振
興
に
お
い
て
現
状
を
知

り
学
ぼ
う
と
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
同
委
員
７
人
や
農
林

水
産
課
、
Ｊ
Ａ
な
ど
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
市
安
並

で
栽
培
す
る
井
本
哲
也
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
、
経
営
状

況
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま

た
、
天
敵
の
使
用
に
つ
い
て
や
、
栽
培
方
法
や
管
理
方
法

な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

ピ
ー
マ
ン
を
担
当
し
て
い
る
幡
東
営
農
セ
ン
タ
ー
寺
尾

指
導
員
が
「
四
万
十
市
は
多
品
目
で
あ
る
た
め
、
品
目
を

集
約
す
れ
ば
ま
と
め
て
作
業
や
運
送
が
で
き
生
産
者
の
負

担
が
減
る
」
と
話
し
新
規
就
農
の
場
合
な
ど
集
約
を
念
頭

に
置
き
取
り
組
め
れ
ば
と
提
案
。
同
委
員
会
は
補
助
事
業

対
象
の
作
物
を
勧
め
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

幡
多
地
区
信
用
共
済
部
信
用
課
は
10
月
25
日
、

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
同
地
区
管
内
か
ら
77
人
が
参
加
。
16
チ
ー

ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
か
ら
し
て
い
る
方
、

大
会
で
久
し
ぶ
り
の
方
、
20
年
ほ
ど
に
な
る
方
さ
ま

ざ
ま
。
お
互
い
の
打
っ
た
ボ
ー
ル
の
軌
道
を
見
て

「
入
れ
入
れ
っ
」
や
、「
え
え
と
こ
い
き
よ
る
っ
」
な

ど
声
を
掛
け
合
い
、
試
合
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
は
女
性
部
員
の
手
作
り
お
弁
当
を

お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。
信
用
共
済
部
濵
口
守

部
長
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
さ
ん
の
ご
協

力
を
賜
り
無
事
に
開
催
し
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂

く
こ
と
が
で
き
た
。
女
性
部
の
手
作
り
弁
当
に
も

大
変
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
年
金
友
の
会

会
員
の
特
典
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
市
立
蕨
岡
小
学
校
は
10
月
17
日
、
ふ
る

さ
と
総
合
学
習
の
一
環
で
Ｊ
Ａ
を
招
き
、
四
万
十

市
産
の
野
菜
や
果
物
は
何
か
、
地
域
で
違
い
が
あ

る
の
か
な
ど
地
元
産
の
作
物
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
出
前
授
業
を
行
っ
た
の
は
幡
東
営
農
セ
ン

タ
ー
の
谷
﨑
指
導
員
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真
を

映
し
出
し
、
資
料
を
使
っ
て
同
市
産
の
野
菜
、
出

荷
量
、
地
域
ご
と
の
品
目
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
中
村
選
果
場
で
野
菜

の
集
荷
作
業
な
ど
を
見
学
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

集
荷
後
ど
こ
に
行
く
の
か
な
ど
流
通
に
つ
い
て
も

学
び
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、「
山
間
部
や

平
野
部
、
沿
岸
部
で
色
々
な
も
の
が
あ
り
詳
し
く

知
れ
て
良
か
っ
た
」
や
、「
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
が
野

菜
を
ス
ー
パ
ー
で
Ｐ
Ｒ
し
た
り
工
夫
し
て
い
る
ん

だ
な
と
思
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

四万十市産の野菜はどこへ？
蕨岡小学校５、６年生に出前授業

幡多地区 グラウンドゴルフ大会を楽しむ
　年金友の会

ハウスの管理や運営など現状を話す井本さん。

　

坂
ノ
下
農
地
保
全
会
は
10
月
３
日
、
米
の
収

穫
体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
宿
毛
小
学
校
６
年

生
を
招
き
ま
し
た
。
６
月
10
日
に
田
植
え
体
験

学
習
を
行
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
植
え
付
け

し
た
「
サ
イ
ワ
イ
モ
チ
」
の
収
穫
で
す
。
６
年

生
２
組
合
わ
せ
て
66
人
が
参
加
。
初
め
に
幡
西

営
農
セ
ン
タ
ー
の
菅
沼
指
導
員
が
収
穫
の
仕
方

を
説
明
。
児
童
の
皆
さ
ん
が
５
ア
ー
ル
分
の
黄

金
色
に
育
っ
た
稲
を
手
作
業
で
収
穫
し
ま
し

た
。
初
め
て
収
穫
す
る
児
童
は
「
こ
ん
な
苦
労

を
し
て
僕
た
ち
に
お
米
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
る

ん
だ
と
分
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
田
植
え
も
稲
刈
り
も
両
方
楽
し
か
っ

た
。
収
穫
後
は
み
ん
な
で
お
餅
を
作
っ
て
食
べ

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

児童のみんなが稲刈りを頑張っています。

質問や感想を発表する児童の皆さん。試合を楽しむ参加者の皆さん。

　

高
知
県
養
豚
協
会
と
幡
多
地
区
畜

産
振
興
協
議
会
、
県
畜
産
会
は
10
月

29
日
、
四
万
十
市
で
第
21
回
県
豚
枝

肉
共
進
会
を
開
き
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
雌
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
四
万
十
町
の
（
株
）
山
中
畜
産

が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
幡
多
地
区
で
は
宿
毛
市
の
村
上

義
滿
さ
ん
が
雌
の
部
で
、
大
月
町
の

松
本
養
豚
さ
ん
が
去
勢
の
部
で
そ
れ

ぞ
れ
優
秀
二
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

同
共
進
会
は
肉
豚
の
肥
育
技
術
の

確
立
と
枝
肉
の
肉
質
向
上
を
目
的
に

平
成
14
年
か
ら
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
県
内
３
地
区
よ
り
去
勢
57
頭
、

雌
59
頭
合
わ
せ
て
１
１
６
頭
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
「
極

上
」、「
上
」
に
格
付
し
た
去
勢
、
雌

の
上
位
各
６
頭
ず
つ
を
８
人
の
審
査

委
員
が
、
肉
付
き
の
良
さ
や
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
な
ど
の
外
観
、
肉
色
や

脂
質
の
色
、
締
ま
り
な
ど
の
肉
質
に

お
け
る
８
項
目
で
判
定
し
詳
細
に
審

査
し
ま
し
た
。
日
高
洋
介
審
査
委
員

長
は
「
今
年
の
上
物
率
は
78
・
４
％

だ
っ
た
。
昨
年
は
79
・
２
％
と
上
物

の
頭
数
は
少
し
減
少
し
た
も
の
の
品

質
の
良
さ
で
昨
年
を
上
回
る
も
の
も

あ
っ
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
主
な
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

農
水
省
畜
産
局
長
賞
（
去
勢
の
部
）＝

渡
辺
隆
造
（
四
万
十
町
）。
中
国
四
国

農
政
局
長
賞
（
雌
の
部
）＝
山
中
翔
太

（
四
万
十
町
）。

幡多地区

肉付きや肉の締まりなど詳細に見る審査員の皆さん。

幡多地区

　
「
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
コ
ー
ス
」
第
３
回
目
は
、

受
講
生
19
人
が
10
月
３
日
・
４
日
・
５
日
と
３

日
間
に
分
か
れ
て
陶
芸
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
四
万
十
市
磯
ノ
川
の
宮
本
裕
美
さ
ん

で
、
宮
本
さ
ん
が
営
む
「
埋
木
舎　

集
窯
」
に

て
行
い
ま
し
た
。
１
人
１
㎏
分
の
土
を
使
い
、

手
で
形
を
作
っ
た
り
、
手
回
し
ろ
く
ろ
を
使
っ

た
り
し
て
皿
や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
を
作
製
。

余
っ
た
土
は
箸
置
き
な
ど
に
し
ま
し
た
。
土
の

塊
を
麵
棒
で
引
き
伸
ば
す
作
業
で
は
力
が
要
り
、

「
ガ
ン
バ
レ
ッ
」
と
声
援
が
あ
が
る
な
ど
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
製
作
を
楽
し
み
ま
し

た
。
受
講
生
は
「
作
っ
た
刺
身
用
の
皿
で
早
く

食
べ
た
い
。
出
来
上
が
り
が
楽
し
み
」
と
に
っ

こ
り
。
次
回
の
講
座
で
受
講
生
全
員
の
作
品
を

見
せ
合
い
、
お
披
露
目
を
す
る
予
定
で
す
。

家の光・健康大会
女性部の活動発表

幡多地区 陶芸教室開催
女性大学はた小町すてっぷあっぷコース

記事活用体験発表を聞く女性部の皆さん。陶芸に集中して取り組む受講生の皆さん。

　

女
性
部
幡
多
地
区
は
10
月
７
日
、
令
和

４
年
度
家
の
光
・
健
康
大
会
を
地
区
本
部

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ

役
職
員
合
わ
せ
て
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
で
は
、
高
知

県
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
（
11
月

号
に
記
事
掲
載
）
大
正
支
部
の
清
水
兄
子

部
長
が
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
方
支

部
の
高
橋
美
千
代
部
長
が
、「
作
る
こ
と
、

食
べ
る
こ
と
を
も
っ
と
楽
し
も
う
♪
」
と

題
し
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
や
手
作
り
の
作
品
な
ど
の
写
真
を
紹

介
し
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
四
万
十
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
講
師
に
招
き
「
認
知
症
の
話
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
聞
き
学
び
ま
し
た
。

第21回高知県豚枝肉共進会開催
幡多地区で２名が受賞
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幡多農業振興センター　安田　（電話 0880－34－7070）

原則、全ての食品等事業者は
HACCPに沿った衛生管理が必要です ！ ！
【HACCP（ハサップ）とは？ 】
・HACCPとは、食品等事業者自らが食中毒菌汚染や異物混入等の危害要因（ハザード）を把握した上で、原材
料の入荷から製品の出荷に至る全工程の中で、それらの危害要因を除去又は低減させるために特に重要な工程を
管理し、製品の安全性を確保しようとする衛生管理の手法です。

【HACCPに沿った衛生管理の制度化】
・食品衛生法が改正され、令和２年６月１日（１年間の経過措置を設け、令和３年６月１日完全施行）から原則、
全ての食品等事業者が「HACCPに沿った衛生管理」を行うこととなりました。

【実際に何をすればいいの？ ？ 】
①まずは、手引書の内容を確認

令和４年度HACCP研修会のご案内
　令和３年６月からHACCPに沿った衛生管理が義務化されたことに伴い、管内の食品等事業者の皆様に
HACCPの考え方や衛生管理方法についてより理解を深めていただくため、研修会を開催しますので、ぜひ
ご参加ください。

日　　時
場　　所
内　　容

：令和４年12月21日（水）14：00 ～ 16：00

：高知県中村合同庁舎３階会議室（四万十市古津賀４丁目61番地）

： ①食品衛生法の改正について（講師：幡多福祉保健所）

　②手引書によるHACCPの取組について（講師：幡多福祉保健所）

　③食品衛生管理に関する意見交換会（講師：幡多福祉保健所、幡多　農業振興センター）

　④個別相談

②手引書に沿って、衛生管理計画を自分で作成
③作成した計画に沿って実施し、記録
④定期的に記録を振り返り、改善すべき点があれば計画を見直す

HACCPの考え方 手引書　で検索 ！

初心者（家庭菜園）向け

支柱立て・管理５
●茎が倒れやすいので、風当たりの強いところでは支柱
を立てる。
●夏によい花蕾をたくさん出させるには、潅水、敷き
わらを。

収　穫６
●次々に伸びてくる茎の伸びた側花蕾を収穫する。やわ
ららかく折れるところで折り取る。

植えつけ３

追　肥４
●草丈が15 ～ 20cmになったころ、株の近くに施す。
　列の長さ１mあたり、 ＣＤＵ５５５大さじ２（第２回目以
降も同じ）
●第２回目以降
　約半月ごとに、畦の片側に交互に施す。鍬で土を軽く
耕して、畦を作る。

:播種　　　　　　　　　:生育　　■:収穫　　

●長く伸びる花茎を収穫するブロッコリー。茎ブロッコリーとも呼ばれ
る。茎はやわらかく、甘みがあるので、和洋を問わず、幅広い料理
に利用できる。
●暑さにも比較的強く、育てやすい。長い間収穫を楽しむことができる
ので、家庭菜園向き。
●太くて良質な花茎を出させるには、元肥によい堆肥と有機質肥料を
十分に施す。

栽培のポイント

作型 １月２月 ３月４月５月６月７月８月９月 10月 11月 12月
【栽培暦】

作付け
計画

●畝幅は50cm程度。苗の間隔を約40cmにする。春の
低温期の植えつけにはマルチを張ると良い。

苗づくり1
●ポットに５～６粒ずつ撒く。ふるいなどでまんべんなく覆土
する。育つにつれて１本にする。本葉４～５枚の苗にする。

●植えつけの２週間くらい前に行う。溝の
長さ１ｍあたり、 堆肥５～６握り。油粕
大さじ５杯、 ＣＤＵ５５５大さじ３杯。

畑の準備２

　　　:定植　

◎問い合わせ先：制度の概要について 幡多農業振興センター農業改良普及課
（担当：安田、横山）（TEL. 0880－34－7070）

制度の詳細について 幡多福祉保健所衛生環境課（食品担当）（TEL. 0880－34－5119）

◎お申し込み：令和４年12月16日（金）までに下の問い合わせ先までお電話ください。
◎問い合わせ先：幡多農業振興センター農業改良普及課（担当：安田、横山）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL. 0880－34－7070）　

※リンク先は厚生労働省HP

手引書の例

お寿司、お惣菜、漬物、
弁当等を直販所で販売
している方も対象です ！
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Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
の
活
動
状
況
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
次
世
代
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

と
し
て
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
事
、

応
援
し
て
い
ま
す
。

（
大
月
支
所
管
内
・
47
歳
）

主
人
も
Ｊ
Ａ
の
青
壮
年
部
に
入
っ
て
い
ま

す
。
空
き
地
に
コ
ス
モ
ス
を
植
え
た
り
、

ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
た
り
、
少
し
で
も
地
域

が
明
る
く
楽
し
く
な
る
よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
と
ク
イ
ズ
の
よ
う
に
楽
し

め
る
こ
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も
毎
回
家
族
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
大
方
支
所
管
内
・
36
歳
）

う
ち
ん
く
の
台
所
は
作
っ
た
こ
と
の
な
い

料
理
が
出
る
の
で
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

（
宿
毛
支
所
管
内
・
83
歳
）

お
い
し
そ
う
な
レ
シ
ピ
あ
り
が
と
う
。
ピ
ー

マ
ン
は
き
ら
い
で
す
が
孫
達
の
た
め
に
作

り
ま
し
ょ
う
。（

佐
賀
支
所
管
内
・
66
歳
）

コ
ロ
ナ
禍
で　
い
つ
ま
で
つ
づ
け
る　
マ
ス
ク
顔

（
う
っ
と
う
し
い　

も
う
外
し
た
い
で
す

ね
。
コ
ロ
ナ
が
お
さ
ま
り
ま
す
よ
う
に
）

（
中
村
支
所
管
内
・
73
歳
）

ア
ン
ケ
ー
ト　

無
作
為
に
選
ば
れ

筆
を
持
ち
、
知
識
不
足
に　

学
び
始
め
る
。

（
宿
毛
支
所
管
内
・
81
歳
）

先
日
、
草
だ
ら
け
の
わ
が
家
の
芋
畑
で
さ

つ
ま
芋
を
収
穫
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
長

さ
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
丸
々
と
し

た
さ
つ
ま
芋
が
取
れ
ま
し
た
。
上
出
来
で

す
。
昨
年
は
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
の
芋
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
。（

宿
毛
支
所
管
内
・
62
歳
）

▼
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
青

壮
年
部
大
方
支
部
の
活
動
の
一つ
、
耕
作

放
棄
地
を
活
用
し
植
え
た
コ
ス
モ
ス
が
11

月
中
旬
ご
ろ
か
ら
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
ま

す
ね
。
行
き
交
う
人
の
心
を
癒
し
て
い
ま

す
♪  

10
月
号
の
特
集
で
は
青
壮
年
部
な

ら
で
は
の
活
動
を
し
た
り
、
若
手
が
参
加

し
や
す
い
企
画
を
考
え
た
り
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
も
部
会
や
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

相
談
で
き
る
場
所
が
あ
る
こ
と
も
心
強
い

で
す
よ
ね
。

▼「
上
出
来
」
と
の
こ
と
。
す
ば
ら
し
い
で

す
！  

Ｊ
Ａ
の
女
性
大
学
あ
ぐ
り
コ
ー
ス
で

も
、
さ
つ
ま
芋
を
植
え
て
10
月
下
旬
に
収

穫
を
終
え
ま
し
た
。
土
を
掘
る
と
少
し
ず

つ
見
え
て
く
る
さ
つ
ま
芋
を
傷
つ
け
ま
い

と
慎
重
に
掘
り
、
傷
つ
け
ず
に
採
れ
た
り

た
く
さ
ん
採
れ
る
と
嬉
し
く
、
収
穫
作
業

も
ま
た
楽
し
い
で
す
ね
。

▼
10
月
号
の
女
性
部
レ
シ
ピ
は
「
ピ
ー
マ
ン

と
そ
ば
の
サ
ラ
ダ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
身
近
な
食
材
を
使
い
、
手
間
の
な

い
作
り
方
で
お
い
し
い
。
そ
ば
を
サ
ラ
ダ
に

す
る
の
は
驚
き
ま
し
た
が
、
七
味
唐
辛
子

と
合
っ
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

▼
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
な
ど
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
♪

新刊のお知らせ
●『春いちばん』
　 玉岡かおる　著
　 定価：2,090円（税込）

　大正から昭和にかけて、貧困や男女
格差など数々の社会問題に夫の賀川
豊彦とともに立ち向かった妻・ハル。
神戸のスラム街に住み、弱き立場の人
のために闘ったハルの波乱万丈の生涯
を詩情豊かに描く歴史小説。

●『さつまいものお菓子』
　 若山曜子　著
　 定価：1,650円（税込）

　おしゃれで作りやすいレシピが人気
の著者が教える、さつまいものお菓子。
甘い焼きいもの作り方から、定番の焼
き菓子や和菓子のほか、今人気のア
ジアンスイーツまで充実。新しい魅力
とおいしさに出合える。

小銭入れ（カードケース入れ付き）作り内　　  容

12月27日（火）申 込 期 日 15名（先着順）参加人数

JA高知県　幡多地区　企画組合員課　0880－34－5555　山添・石﨑お問合せ・お申込み

令和５年２月10日（金）開  催  日 受付13：15～　開始13：30～時　　  間

Cｈaｒｍ　松田　千穂　氏講　　  師

1,800円（税込・材料費含む）参  加  費

JA高知県女性部幡多地区主催　革細工教室を開催します♪♪

※写真は例です。


